
台風１５号　本県を直撃
　大きなつめ跡を残す

「架空請求詐欺」にご用心ください

姉妹地・浅草から「ふれあい」体験

成人おめでとう

町のわだい、みんなのひろば

保健、募集、広域情報ほか

慶弔、当番医、こよみ
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（８月２０日、台風１５号による高潮が
　本町沿岸部を襲った／唐戸大橋）
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７月１６日～８月１５日届け出分

平成１６年７月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

菊　池　俊　秋　（臨　　　海）

田　口　順　子　（潟見町１区）

伊　藤　直　人　（西 中 丿 沢）

大　野　優　香　（本　荘　市）

齋　藤　大　地　（石　名　坂）

佐　藤　白　奈　（金　浦　町）

金　澤　寿　一　（浜　　　畑）

加　藤　清　香　（本　荘　市）
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美　幸

恵　一

絵理子

一　弘

裕紀子

大　作

淑　恵

〔

〔

〔

〔

みさ　　　ほ

はやと

え　　　り

ゆき　　ひろ

田　仲　義　男　（８１歳）本 　 郷

菅　原　ナツヨ　（７４歳）西中丿沢

須　藤　よし子　（６４歳）大 須 郷

須　藤　文　子　（７５歳）武道島１区

竹　内　タ　ミ　（８６歳）　関

松　本　キクヱ　（７９歳）２８　　区

富　樫　留　治　（７８歳）大 　　森

須　藤　キヨ子　（５２歳）大 須 郷

伊　東　芳五郎　（７４歳）小砂川１区

櫻　山　弘　三　（９３歳）小　 　滝

齋　藤　憲　行　（４４歳）鳥の海１区

　５日・金 病 院（☎４３―３３０８）
　１２日・伊藤医院（☎４３―４１７１）
 １９日・すずらん診療所（☎６２―８０６５）
 ２０日・神坂医院（☎４３―３１０８）
 ２３日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）
 ２６日・池田医院（☎４３―３１０６）
診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８７　（－　３）〈－　１６〉
人　口　１２，９７２人（－　５）〈－１３３〉
　男　　　６，２２５人（＋　１）〈－　６１〉
　女　　　６，７４７人（－　６）〈－　７２〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　１７人（１７６）    出生…　５人（５３）
転出…　１５人（２５９）    死亡…　１２人（　８３）
※（ ）は１月からの累計
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・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・防災避難訓練（６時～）

・秋季大掃除・海岸クリーンアップ

・通勤途中のクリーンアップデー

・カン収集日（ボックス）

・秋田県芸能交流大会
　（町民体育館　１２時３０分～）

・仁賀保地区三町親善グラウンドゴルフ
　大会（栗山池公園　１２時３０分～）

・歩こう歩こう「渚コース」
　（町民体育館前９時４５分～）

・第３０回３００歳野球大会
・職場親善ナイターソフトボール大会

・第２１回町民ゲートボール大会
・第１６回奥の細道少年剣道大会

・カン収集日（ボックス）
・敬老のつどい（象潟地区）

・敬老のつどい（上浜・上郷地区）
・金婚式

・秋分の日

・敬老の日

・燃えるごみ特別収集日

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）
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・

・固定資産税第３期
・国保税第３期

納期限｝

　９日（木）

１０日（金）

１３日（月）

１４日（火）

１５日（水）

1６日（木）

１７日（金）

・本会議（開会・諸般
　の報告・町政の基本
　方針等の説明・議案
　説明）

・本会議（一般質問）

・本会議（議案質疑・
　常任委員会付託）

・常任委員会

・常任委員会

・常任委員会

・本会議（委員長報告・
　委員長報告に対する
　質疑・討論・採決・
　閉会）

※若干変更になる場合もありますので、
詳細については議会事務局（☎４３―
７５１１）へお問い合わせください。
　議会は、皆さんが傍聴することがで
きますので、気軽においでください。

今月号は成人式の集合写真を掲載しているため、
穴を開けておりません。ご了承ください。
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８
月
２０
日
未
明
か
ら
早
朝
に
か

け
、
本
県
沖
を
通
過
し
た
台
風
１５

号
の
影
響
で
、
本
県
は
暴
風
に
見

舞
わ
れ
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。午

前
２
時
ご
ろ
か
ら
強
ま
り
始

め
た
風
は
、
時
間
と
と
も
に
町
内

全
域
で
吹
き
荒
れ
、
町
で
は
関
係

職
員
と
消
防
職
員
が
出
動
し
警
戒

と
被
害
状
況
確
認
、
対
応
に
努
め

ま
し
た
。

本
町
で
の
被
害
は
、
未
明
か
ら

の
町
内
全
域
に
わ
た
る
停
電
。
通

勤
時
間
帯
に
信
号
機
が
停
止
、
電

話
が
不
通
に
な
る
な
ど
生
活
に
大

き
く
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同

日
午
後
６
時
過
ぎ
に
は
全
地
域
で

復
旧
し
ま
し
た
。

沿
岸
部
の
被
害
も
大
き
く
、
台

風
の
接
近
が
満
潮
時
刻
と
重
な
っ

た
た
め
高
潮
が
発
生
し
、
海
水
が

堤
防
を
越
え
、
係
留
し
て
あ
っ
た

ボ
ー
ト
が
沈
没
・
打
ち
上
げ
ら
れ

る
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
流
木
・
ご
み
な
ど
が
無
数

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
道
路
を
ふ
さ

ぐ
な
ど
し
て
、
一
時
交
通
不
能
に

な
る
個
所
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

高
潮
の
被
害
は
民
家
に
も
及
び
、

下
荒
屋
地
区
を
中
心
に
床
上
浸
水

な
ど
、
一
時
避
難
す
る
被
害
を
受

け
ま
し
た
が
、
夕
方
ま
で
に
は
消

毒
処
理
な
ど
の
対
応
を
し
、
帰
宅

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
一
番
の
課
題
は
、
塩
害

で
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
農
作
物

へ
の
対
応
で
す
。
水
田
は
見
渡
す

限
り
白
っ
ぽ
く
変
色
し
、枯
れ
て
し

ま
っ
た
穂
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

塩
害
は
、
強
風
に
よ
っ
て
運
ば
れ

た
海
水
が
樹
木
や
農
作
物
に
付
着

し
、
枯
れ
さ
せ
る
も
の
で
す
。
２６

日
、
町
・
農
協
担
当
者
ら
に
よ
る

現
地
調
査
の
結
果
、
稲
作
の
被
害

は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
町
全
体
で
６２
・

４
％
の
減
収
と
み
て
お
り
ま
す
。

調
査
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お

り
、
被
害
は
今
後
も
拡
が
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
８
月

３１
日
に
対
策
本
部
を
設
置
し
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

今
回
の
台
風
に
よ
る
被
害
は
次

ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

激
し
い
波
が
打
ち
つ
け
ら
れ
、
防
波
堤
が
倒
壊
（
中
橋
地
区
）

▲象潟小学校ではポプラの木が倒れ、
　フェンスを押しつぶしたところも

▲蕉風荘では、海水が敷地内に溜まり、
　車の移動ができなくなりました

▼沿岸部では流木が道路をふさぎ、一時交通不能に
　なるところが見られた（象潟漁港付近）

稲
・
野
菜
等
の
農
作
物
は

塩
害
で
大
き
な
打
撃
を
受

け
た

係留していたボート等が多数打ち上げられた
（横ノ澗）

▼
▼

▼

▼

▼

旧
青
年
の
家
は
ト
タ
ン
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た

板
塀
の
破
損
な
ど
も
多
数

（
入
道
島
団
地
）

町
内
全
域
で
停
電
の
被
害

満
潮
時
刻
に
よ
る
高
潮
が

被
害
を
拡
大

８
月
３１
日
、

「
象
潟
町
農
林
漁
業
台
風

被
害
対
策
本
部
」
を
設
置

　
農
作
物
の
被
害
に
関
す
る
相

談
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
農
林

水
産
課
（
☎
４３
―
７
５
０
５
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大きなつめ跡を残す

台風１５号　本町を直撃
大きなつめ跡を残す

台風１５号　本町を直撃
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長寿社会を豊かで活力ある社会にする

ためには、男性も女性も年齢や障害の有

無にかかわらず社会に参画し、充実した

生活を送ることが大切です。

◆高齢者の持つ豊富な知識や経験を生か

して、積極的に社会に参画しましょう。

◆健康な生活を送るために、自分の身体

について正しい情報・判断を得ておく

ことが大切です。

◆高齢者家庭や、一人暮らしになっても

男性・女性にかかわらず、家事などを

積極的に行い、周りもこれを支えま

しょう。

男女共同参画推進の一環として、町民

の意識・実態を把握するため、９月中に

アンケート調査を実施します。

１８歳以上の町民の中から、男女３００人

の方を無作為に抽出し、お願いするもの

です。調査用紙が送付された方は、ご協

力をお願いします。

　　　　　町企画課企画係

　　　　　（☎４３―７５１０）

全
国
的
に
身
に
覚
え
の
な
い
債

権
や
利
用
料
な
ど
を
請
求
す
る
架

空
請
求
詐
欺
が
横
行
し
て
お
り
、

本
町
に
も
多
数
、
架
空
請
求
の
ハ

ガ
キ
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
実
在
す
る
会
社
名
を

か
た
り
、
正
式
な
請
求
と
み
せ
か

け
て
支
払
い
を
求
め
る
手
口
も
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
架
空
請
求
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
本
来
、
サ
イ
ト
運
営
者
か
ら
請

求
さ
れ
る
は
ず

　
サ
イ
ト
運
営
者
が
、
ほ
か
の
業

者
に
債
権
（
借
金
な
ど
）
の
回

収
依
頼
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
本
人
に
通
知
さ
れ
る
は

ず 
 
債
権
回
収
は
、
弁
護
士
や
法
務

大
臣
の
許
可
を
受
け
た
会
社
に

限
ら
れ
る
は
ず

 
回
収
で
き
る
債
権
は
、
金
融
機

関
な
ど
の
も
の
に
限
ら
れ
、
有

料
サ
イ
ト
利
用
料
の
回
収
は
で

き
な
い
は
ず

こ
ん
な
と
き
の
対
応
策
は
、「
相

手
に
一
切
連
絡
を
せ
ず
、
無
視
す

る
こ
と
」
で
す
。

い
わ
れ
の
な
い
請
求
を
受
け
る

と
問
い
合
わ
せ
を
し
た
り
、
抗
議

も
し
た
り
し
た
く
な
る
で
し
ょ
う

が
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
す
る
こ
と

で
、
相
手
に
自
分
の
電
話
番
号
が

知
ら
れ
、
家
族
や
職
場
に
嫌
が
ら

せ
の
電
話
な
ど
が
き
た
ケ
ー
ス
が

あ
る
か
ら
で
す
。

何
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
業
者

か
ら
あ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
ハ

ガ
キ
等
は
証
拠
と
し
て
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
根
拠
の

な
い
悪
質
な
取
り
立
て
の
場
合

は
、
警
察
に
相
談
し
、
す
ぐ
に
電

話
し
た
り
支
払
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

実際に送られてきたハガキです。利用した覚えの
ない架空の、有料サイトの利用料、ツーショット
ダイヤル、ダイヤルＱ２と称する情報料、債権な
どを請求する文書が、ハガキのほかにも電子メー
ル、封書、電報などで送られてきます。公的機関
に似た名称や弁護士をかたった手口もあります。

架
空
請
求
の
判
断
基
準
〜

　
「
有
料
サ
イ
ト
」
の
場
合

電
話
番
号
な
ど

個
人
的
な
情
報
は
知
ら
せ
な
い

悪
質
な
取
り
立
て
の
場
合
は
、

警
察
に
届
け
出
を

台風１５号による本町の被害状況
（８月２６日現在）

住
　
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
住
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他

全壊

半壊

一部損壊

床上浸水

床下浸水

公共建物

文教施設

港湾

清掃施設

被害船舶

電気

ブロック塀等

　 １棟

　 ２棟

　 ２棟

　 ９棟

　１５棟

　１３棟

　１０個所

　１個所

　１個所

　２６隻

４，０８６戸

　１個所

種別 区　分 棟数等 被　　害　　状　　況

廃棄物処理場…管理棟破損

プレジャーボート沈没・打ち上げ

中橋地区の防波堤倒壊

象潟中学校…壁面はく離、ガラス破損、校地内松倒木等

象潟小学校…グラウンド周辺のポプラ６本が倒木、フェンス破損、簡易物置損壊等

上郷小学校…体育館屋根はく離、グラウンド周辺の樹木倒木、プール更衣室損壊等

老人福祉センター…外壁一部はく離等

農集排中丿沢・関処理場…屋根瓦一部破損

ねむの丘…看板落下、テント全壊等

九十九島球場…スコアボード屋根・フェンス破損

Ｂ＆Ｇ海洋センター…柵破損

旧青年の家…トタン屋根

ガス製造所…ブロアー室・入り口の戸・屋根破損

砂子島プラント…ボイラー室・屋根破損

鉾立山荘…屋根はく離

稲　　作

野 菜 等

象　　潟

上　　浜

上　　郷

合　　計

１，９８８，７００　　　　１８，８６０　　　　２７１，２０６，８００　　　　８７．２８　　　　２３６，７０９，２９５

２，１６４，４１０　　　　２０，５２６　　　　２９５，１６３，８８０　　　　７９．７７　　　　２３５，４５２，２２７

５，６０８，４３０　　　　５３，１８７　　　　７６４，８２９，０６０　　　　４６．８７　　　　３５８，４７５，３８０

９，７６１，５４０　　　　９２，５７３　　　　１，３３１，１９９，７４０　　　　６２．４０　　　　８３０，６３６，９０３

地　区　　　　　作付面積（m）　   　基準収穫俵数（俵）　　　基準収穫高（円）　　　　　減収率（％）　　　　　減収額（円）２

２ ２

その他の野菜

　作付面積　　　　２４３，３６０m

　減 収 率　　　　３０～１００％

　減 収 額　　　１５，８５４，０００円

下荒屋

下荒屋、小砂川

下荒屋

下荒屋、小砂川

下荒屋、妙見町、中橋町、浜の町

関

１２

３４
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姉妹地・浅草
みちびき花の辻商店会で俳句を募集中！

昨
年
７
月
に
建
立
さ
れ
た
「
芭
蕉
句
碑
」
の

向
か
い
側
に
投
句
箱
を
設
置

浅草３丁目象一町会のみちびき花の辻商店

会（辻村勇会長）では、自由な俳句を投稿し

て頂き、発表する場所を設けました。順次区

切りのときに優秀作品を選定することとして

います。

形式…「五七五」でまとめた俳句。用紙、投

稿数は自由ですが、定期的な投稿を希望

します。

選定…優秀作品などの選定は俳句協会等に依

頼します。

発表…本町からの応募作品で、入選作品が

あった場合は、広報「きさかた」の紙面

にて発表します。

応募先

「みちびき花の辻商店会事務局　松村」あて

〒１１１―００３２

東京都台東区浅草３―３３―９―５０１

☎０３―３８７６―０３７１　ＦＡＸ０３―３８７４―３２４３

８
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
本
町
と
姉
妹
地
関
係
に
あ
る

東
京
・
浅
草
か
ら
小
学
生
８
人
を
含
む
家
族
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

馬
道
地
区
町
会
連
合
会
の
役
員
ら
２３
人
が
、
本
町
を
訪
れ
農
作

業
な
ど
を
通
じ
て
本
町
の
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
４
日
は
本
町
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
農
林
水
産

業
ふ
る
さ
と
体
験
塾
」
も
行
わ
れ
、
小
学
生
３０
人
と
保
護
者
１０

人
が
参
加
し
、
ナ
ス
や
ト
マ
ト
な
ど
の
夏
野
菜
の
収
穫
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

二
つ
の
団
体
は
、
昼
食
会
場
と
な
っ
た
奈
曽
川
河
川
公
園
で

合
流
し
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
象
潟
と
浅
草
の
子
ど
も
た
ち

の
交
流
も
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
浅
草
の
子
ど
も
た
ち
の

訪
問
は
、
町
農
林
水
産
課
が
「
東

京
の
子
ど
も
た
ち
に
自
然
あ
ふ
れ

る
本
町
の
農
林
水
産
業
を
体
験
さ

せ
、
夏
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
企
画
し
た
も
の
で
、

馬
道
地
区
の
富
士
・
千
束
・
金
竜

の
三
小
学
校
か
ら
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

一
行
は
、
初
め
に
農
業
佐
藤
清

さ
ん
（
大
森
）
方
を
訪
問
。
い
き

な
り
牛
と
の
体
面
に
驚
い
て
い
ま

し
た
が
、
緊
張
し
な
が
ら
も
恐
る

恐
る
牛
の
頭
を
な
で
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
畑
で
ナ
ス
や
ト
マ
ト
な

ど
の
野
菜
を
収
穫
し
た
り
、
大
根

の
種
ま
き
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
植

え
付
け
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
ど

れ
も
初
め
て
の
体
験
で
驚
き
と
喜

び
が
入
り
混
じ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
奈
曽
川
河
川
公
園

で
の
昼
食
。
漁
協
・
農
協
女
性
部

の
協
力
を
得
て
、
無
農
薬
米
で
つ

く
っ
た
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
、
イ
カ

焼
き
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
「
農
林
水
産
業
ふ
る

さ
と
体
験
塾
」
に
参
加
し
て
い
た

象
潟
の
子
ど
も
た
ち
と
合
流
。
川

で
の
石
探
し
な
ど
の
水
遊
び
や

じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

ゲ
ー
ム
な
ど
で
交
流
を
し
、
友
情

を
深
め
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
米
が
保
管
さ
れ
て

い
る
農
協
の
低
温
倉
庫
や
ア
ワ
ビ

種
苗
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
釣
り
堀

で
は
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
に
挑
戦
し
、

自
分
た
ち
で
釣
っ
た
ニ
ジ
マ
ス
を

食
べ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
早
朝
か
ら
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
に
も
挑
戦
。
早
起
き
は
辛
か
っ

た
け
ど
、
３０
分
で
１５
匹
く
ら
い
釣

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
東
京
で
は
で

き
な
い
、
こ
の
夏
の
貴
重
な
体
験

を
し
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

▲木になったナスを見るのは
　初めて。上手に枝から採れ
　ました
　
　ハウスでのトマトの収穫。
　真っ赤な大きいトマトが
　採れました

▲

▼

浅草交流浅草交流

▲本町と浅草の代表が握手。ちょっと照れくさそうです

　
▼
浅
草
か
ら
は
７
家
族
が
参
加

　
　
最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
　
勇
気
を
出
し
て
子
牛
の
頭
を
な
で

　
　
て
い
ま
し
た

浅草の子どもたちから
お礼のハガキが届きま
した
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１６
年
度
の
象
潟
町
成
人
式
が
８
月
１５

日
、
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
対
象
者
は
昭
和
５９
年
４

月
２
日
か
ら
６０
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
８５
人
、
女
７７
人
の
計
１６２
人
で
、

式
へ
の
出
席
者
は
１１７
人
で
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
加
藤
俊
行
さ
ん

（
東
京
都
在
住
＝
小
砂
川
１
区
）
が
成

人
証
書
を
横
山
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た

あ
と
、
町
長
が
「
社
会
変
革
の
原
動
力

は
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
皆
さ
ん

に
は
、
若
き
情
熱
と
輝
か
し
い
未
来
が

あ
り
ま
す
。
夢
と
情
熱
を
持
っ
て
実
践

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
、
斎
藤
正
文
教
育
委
員
長
か

ら
「
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と
し
て
の
義

務
と
責
任
が
出
て
き
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
榊
原
由
子
さ
ん
（
上

荒
屋
＝
秋
田
市
在
住
）
が
「
私
た
ち
は
、

い
ま
よ
う
や
く
鳥
海
山
の
登
山
口
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
よ
う
な
も
の
で

す
。
象
潟
町
が
よ
り
飛
躍
、
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
願
い
、
共
に
第
１
歩
を
踏

み
出
し
た
い
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
記
念
行
事
と
し
て
中

学
生
時
代
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、

運
動
会
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
ビ
デ
オ

を
上
映
し
、
当
時
の
懐
か
し
い
様
子
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

▲新成人を代表して成人証書を
　受け取った加藤俊行さん

　新成人誓いのことばを
　述べる榊原由子さん

▼

▼

▲
恩
師
と
の
再
会
も
成
人
式
の

　
楽
し
み
の
一
つ

記
念
行
事
は
、
中
学
生
時
代

の
ス
ラ
イ
ド
・
ビ
デ
オ
上
映

会
。
わ
ず
か
５
年
前
と
は
い

え
、
懐
か
し
い
場
面
に
会
場

も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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町のわだい町のわだい
トピックストピックス

受彰おめでとうございます

ＴＤＫ平沢支部
サマーフェスティバル０４参加者一同
植林事業へ活動資金を寄付

８
月
２５
日
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
平
沢
支
部
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
０４
参
加
者
一

同
よ
り
、
鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植
え
る

会
（
須
田
和
夫
会
長
＝
写
真
右
か
ら

２
人
目
）
、
九
十
九
島
の
松
を
ま
も

る
会
（
齋
藤
昭
治
郎
会
長
＝
左
か
ら

２
人
目
）
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
募
金
を
募
っ
て

お
り
、
本
年
は
植
林
事
業
団
体
へ
活

動
資
金
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
も
の
で
、
両
団
体
は
「
Ｔ

Ｄ
Ｋ
に
は
労
働
奉
仕
な
ど
い
つ
も
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
回
も
こ
の
よ
う
な
形
で
活

動
に
賛
同
し
て
も
ら
い
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て

い
る
。
活
動
資
金
と
し
て
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

象潟小２年生児童

親子レクで空手を体験

８
月
２８
日
、
象
潟
小
学
校
２
年
生

の
児
童
・
保
護
者
に
よ
る
親
子
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
空
手
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

秋
田
県
空
手
道
連
盟
象
潟
支
部
長

の
齋
藤
良
男
さ
ん
（
桜
ヶ
丘
）
を
講

師
に
迎
え
て
行
わ
れ
、
突
き
技
や
蹴

り
技
な
ど
空
手
の
基
本
と
な
る
動
作

の
一
連
を
親
子
で
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
空
手
を
通
じ
て
精
神
を

鍛
え
る
こ
と
と
、
本
町
を
会
場
に
開

催
さ
れ
る
平
成
１９
年
秋
田
国
体
・
空

手
道
競
技
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

国
体
ま
で
は
間
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
優
秀
な
空
手
選
手
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
で
す
ね
。

荒古屋

小島　彌一さん
本　郷

齋藤惣太郎さん

両団体に活動資金として募金を寄付

お母さんも一緒に「えいっ！」

８月１８日、１００回目の誕生日を迎えた明治３７

年生まれの今野亀造さん（下浜の町）。町から

祝金、県からは祝い品、また浜の町老人クラブ

から花束が贈られました。

本町の最高齢者は、１０１歳の横山サダエさん

（鳥の海２区）。今野さんは２番目の長寿者で

す。これからもお元気で長生きしてください。

８月２８日、保育園・幼稚園児から中学校生徒

まで、世代の違う子どもたちと大人が、自分た

ちのふるさとを振り返る「のびのび象潟っ子ま

つり」が開催されました。

子どもたちが、松尾芭蕉や紅蓮、手長足長の

物語りなどを劇にする手づくりのステージに挑

戦し、ふるさとの歴史・文化を楽しく学べる１

日となりました。

第
４０
回
「
県
の
記
念
日
」
の
記
念
式
典

に
お
い
て
、
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
の
事
績
を
た
た
え
る
『
秋
田
県

地
方
自
治
功
労
者
』
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
町
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
象

潟
町
議
会
議
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
、
齋

藤
惣
太
郎
さ
ん
と
小
島
彌
一
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤
さ
ん
と
小
島
さ
ん
は
と
も
に
、
昭

和
５１
年
３
月
に
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以

来
、
平
成
１６
年
３
月
ま
で
の
間
、
７
期
２８

年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
議
長
等
を

歴
任
し
、
高
邁
な
政
治
信
念
と
果
敢
な
実

行
力
を
も
っ
て
町
の
産
業
・
教
育
・
文
化
・

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

お
め
で
と
う
１００
歳

今
野
亀
造
さ
ん

のびのび
象潟っ子まつり開催

こ
う
ま
い

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た

「
よ
っ
ち
ゃ
れ
」

立
石
１
区
在
住
の
須
田
薫
さ
ん

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
平
成
７

年
３
月
に
県
立
羽
後
高
等
学
校
校

長
を
最
後
に
定
年
退
職
さ
れ
、
中

国
政
府
の
招
き
で
客
員
教
授
と
し

て
、
同
年
８
月
か
ら
１
年
間
、
中

国
唯
一
の
総
合
大
学
で
あ
る
河
北

大
学
で
、
日
本
語
教
育
の
指
導
を

し
て
き
た
人
で
す
。

―
当
時
、
訪
中
さ
れ
た
ガ
リ
国
連

事
務
総
長
（
エ
ジ
プ
ト
）
へ
李
鵬

首
相
が
贈
っ
た
も
の
と
同
じ
壷
が

贈
ら
れ
た
…

大
学
で
は
、
日
本
語
や
日
本
文

化
論
、
日
本
文
学
作
品
の
講
義
を

行
い
、
講
義
の
合
間
に
は
週
に
１

度
、
保
定
第
一
中
学
校
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
日
本
語
の
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

赴
任
中
に
ま
と
め
た
論
文
や
大

学
で
の
指
導
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
河
北

大
学
か
ら
「
名
誉
教
授
」
の

称
号
（
１
９
９
６
年
）
と
河

北
大
学
の
あ
る
保
定
市
か
ら

「
市
民
栄
誉
賞
」
（
１
９
９

５
年
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
記
念
品
と
し
て
先

述
の
壷
も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

―
「
永
年
教
育
功
労
賞
」
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
…

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
１０

年
間
に
、
４
度
の
訪
中
で
、

そ
の
都
度
約
４
カ
月
間
滞
在

し
、
河
北
大
学
で
の
講
義
に

加
え
、
天
神
外
語
大
で
は
一
週
間

の
集
中
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
休
み
を
利
用
し
て
、
本
町
と

友
好
都
市
で
あ
る
諸
曁
市
を
２
度

訪
ね
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、

１０
年
の
節
目
に
河
北
大
学
学
長
か

ら
「
永
年
教
育
功
労
賞
」
が
贈
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
須
田

さ
ん
は
「
こ
の
１０
年
間
、
大
学
か

ら
の
要
請
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、

自
分
の
わ
が
ま
ま
を
許
し
て
く
れ

た
妻
に
感
謝
し
、
妻
を
同
伴
し
て

来
年
５
月
に
受
賞
式
の
た
め
訪
中

す
る
予
定
で
す
」
と
、
当
時
の
思

い
出
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

※
須
田
さ
ん
か
ら
始
ま
っ
た
河
北

大
学
へ
の
指
導
派
遣
は
、
秋
田
県

で
毎
年
継
続
し
て
い
ま
す
。

市民栄誉賞受賞式の写真（左が須田さん）



僕
は
、
「
ま
だ
就
職
し
た
く
な
い
」
と
い
う
理
由
で
、
ろ
く

に
勉
強
を
せ
ず
に
大
学
を
受
験
し
、
１
年
間
の
浪
人
生
活
の
の

ち
合
格
し
、
現
在
４
年
生
で
す
。
「
で
き
た
ら
東
京
か
そ
の
周

辺
が
い
い
か
な
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
関
東
近
辺
の
大
学
を

受
験
し
、
辿
り
着
い
た
の
が
埼
玉
で
し
た
。

周
り
を
見
渡
せ
ば
、
偶
然
か
運
命
か
浪
人
経
験
者
が
た
く
さ

ん
。
『
じ
ゃ
あ
、
一
緒
に
浪
人
だ
け
の
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
を

作
ろ
う
』
と
み
ん
な
を
誘
い
、
サ
ッ
カ
ー
サ
ー
ク
ル
を
作
り
ま

し
た
。
僕
を
知
っ
て
い
る
人
は
「
あ
れ
？
」
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
小
中
高
は
ず
っ
と
剣
道
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

本
当
は
サ
ッ
カ
ー
も
大
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
最
初
は
浪
人
経

験
者
だ
け
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
現
役
の
人
も
入
っ
て
き
て
、

現
在
は
浪
人
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
約
５０
人
の
大
き
な

サ
ー
ク
ル
に
な
り
ま
し
た
。
練
習
と
他
サ
ー
ク
ル
と
の
練
習
試

合
の
ほ
か
に
、
関
東
近
辺
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
旅
行
を
兼

ね
た
遠
征
に
行
き
、
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
盛
ん
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
僕
の
大
学
の
近
く
を
通
る
東
武
東
上
線
沿
い

に
は
た
く
さ
ん
の
大
学
が
あ
り
、
東
上
線
の
大
学
の
サ
ッ
カ
ー

サ
ー
ク
ル
№
１
を
決
め
る
大
会
「
東
上
戦
」
を
年
に
１
回
開
き
、

ほ
か
の
サ
ー
ク
ル
や
旅
行
会
社
の
協
力
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
ま
だ
知
名
度
も
低
く
、
参
加
大
学
も
少
な
い
で
す
が
、

い
ず
れ
は
本
当
に
東
上
線
沿
い
全
部
の
大
学
が
参
加
す
る
大
会

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
感
じ
で
サ
ッ
カ
ー
ば
か
り
し
て
い
る
大
学
生
活
も
あ

と
半
年
。
今
後
の
進
路
は
未
定
で
す
が
、
象
潟
に
は
戻
ら
ず
、

ま
た
新
し
い
場
所
に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
出
会
い
を
求
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
生
活
は
、
何
一
つ
無
駄
な
こ

と
の
な
い
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
そ
し
て
自
分
を
と
て
も
大

き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
（
特
に
こ
れ
か
ら
の

若
い
世
代
の
人
た
ち
）
も
一
度
は
知
ら
な
い
場
所
で
生
活
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

今
年
７
月
に
会
長
に
就
任
さ
れ
た
兼
松
さ
ん

（
写
真
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
奉
仕
の
精
神
に

基
づ
き
設
立
さ
れ
て
い
る
団
体
で
す
。
ク
ラ
ブ

奉
仕
、
職
業
奉
仕
、
社
会
奉
仕
、
国
際
奉
仕
と

い
う
４
つ
の
奉
仕
が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
活
動
と
し
て
、
毎
年
、
地

元
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
や
金
浦
町
の
海
洋
少
年

団
と
共
同
で
道
路
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
栗
山
池
公
園
内
に
桜
・
栗
の
木
を
植

樹
し
た
『
ロ
ー
タ
リ
ー
の
森
』
の
整
備
、
九
十

九
の
松
を
ま
も
る
会
・
鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植
え

る
会
へ
の
援
助
な
ど
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
持
つ

本
町
の
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

奉
仕
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
を
模
索
し
、
積

極
的
に
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」

國松　雄介さん・２２歳

　（埼玉県川越市在住
　 　　　　＝駅前出身）
　

こ
れ
か
ら
ど
こ
に
向
か
お
う
か

先月号の答え

　解答をハガキまたはファクス（４３―５７

０７）で、住所・氏名・年齢・電話番号を

明記の上、できればメッセージを添えて、

〒０１８―０１９２ 象潟町役場広報クイズ係ま

で。締め切りは９月１７日（金）の消印まで

有効。正解者の中から抽選で４人の方に

記念品をプレゼントします。発表は１０月

号の紙上で。先月の当選者は次の４人の
方です。（敬称略）

佐々木絢哉（横町）、多田順義（下荒屋）、

小松峯雄（潟見町１区）、伊藤リウ（小砂

川１区）

　セーラームーンに
あこがれてるの。お友
だちとセーラームーン
ごっこで遊んでるよ

　ポケモンに夢中！

この間は映画を観に

行ってきたんだよ

　齊藤　美月　
　　（４才・鳥の海２区）

ち　ゃ　　ん

　池田　橘平　
　　（５才・松ヶ丘）

ち　ゃ　　ん

みづき

きっぺい

　８月２９日、夏ももう終わりになった象潟海水浴

場で出会った元気いっぱいのふたり。

あいだ　　えいが　　　み

あそ

とも

い

むちゅう

　
３４
　
区
　
　

　
佐

藤
　

文
　
さ
ん
（
２５
歳
）

　
　
　
　
―
東
北
綜
合

　
　
　
　
　
　
警
備
保
障
勤
務
―
　

『ヤートセ』に向けて特訓中

みんなの
　ひろば朝

顔
や
雨
後
の
雫
の
半
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

縄
の
れ
ん
朝
顔
の
ぼ
り
並
び
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
洋
　
二

兵
の
日
の
検
印
の
跡
夏
句
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
富
　
雲
　
酔

こ
ぞ
り
咲
く
小
花
こ
ぼ
し
て
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
井
　
藤
　
夫

帰
省
子
に
出
逢
へ
ば
残
る
幼
な
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

蚶
満
珠
寺
の
森
の
蝉
ご
ゑ
潮
の
ご
と

響
き
を
な
し
て
今
日
も
ま
た
炎
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

立
秋
を
知
る
が
に
出
穂
の
続
き
ゐ
て

穂
花
水
面
に
真
白
く
浮
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
三
　
郎

渇
き
ゐ
し
す
べ
て
の
物
を
う
る
ほ
し
て

熱
暑
の
庭
に
畑
に
雨
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
武
　
子

松
切
ら
れ
夏
草
伸
び
し
墓
地
な
れ
ば

汗
し
て
草
引
く
盂
蘭
盆
近
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
　
川
　
ノ
　
イ

指
ふ
る
る
途
端
に
は
ぢ
け
し
種
子
あ
ま
た

名
も
な
き
野
草
の
命
た
く
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
和
　
子

象潟ロータリークラブ
　会長　兼松　薫さん
　会員　１９人
　創立　昭和４３年８月

＝第６回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰８月４日・５日の「象
　潟ふれあい農林水産
　業体験塾」に浅草か
　ら参加した小学生は
　何人？
㈪今年の本町の新成人
　者は何人？
㈫８月２８日、町民体育
　館で開催されたイベ
　ント名は？

㈰８月９日まで
㈪九十九島地内不要工作物
　等除去費用助成要綱
㈫情報メディア科

13 12

趣味は
「中学生のときからテニスをしています。ダンスなど

で体を動かすことが好きです。踊っていると無心にな

れるし、ストレス解消になりますね。今年からはよさ

こいを始めていて、１０月に仙台で開催される『ヤート

セ』に向けて特訓中です」

休日の過ごし方は
「やっぱりテニスなどで体を動かしています。だまっ

ていられないんですね」

これからしてみたいことは
「北海道から沖縄まで、全国に旅行に行ってみたいで

すね」

理想の男性のタイプは
「何か夢中になれるものを持っている人です」

ゆうすけ

ふ

み



募
集
人
員
　
１
人

職
務
内
容
　
ガ
ス
の
熱
量
変
更
業
務
に

伴
う
事
務
補
助

任
用
期
間
　
１０
月
〜
１７
年
３
月

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
。
土
・
日
、

祝
日
は
休
み

勤
務
地
　
仁
賀
保
地
区
ガ
ス
熱
量
変
更

推
進
本
部
（
旧
金
浦
小
学
校
）

応
募
資
格
　
本
町
在
住
の
４０
歳
ま
で
の

健
康
な
人

そ
の
他
　
健
康
・
厚
生
・
雇
用
保
健
加
入

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
履
歴
書
に
写

真
を
添
え
て
、
９
月
８
日
 
ま
で

直
接
ま
た
は
郵
便
で
次
に
提
出

　
　
〒
０
１
８
―
０
１
０
０
　
象
潟
町

字
琴
和
喜
１７
―
１
　
象
潟
町
ガ
ス

水
道
事
業
所
（
☎
４３
―
２
４
５
０
）

▼
幼
児
健
診

期
日
　
９
月
１７
日
　

受
付
　
▽
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０
時

　
４５
分
〜
５５
分

　
　
　
▽
１２
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分

　
　
　
〜
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
１５
年
９
月
、
１６
年
２
月
、

４
月
２３
日
〜
５
月
１６
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

▼
本
荘
由
利
地
区
医
学
講
座

　
「
癌
の
予
防
」

日
時
　
９
月
２５
日
　
　
午
後
２
時
〜

場
所
　
本
荘
文
化
会
館

特
別
講
演
　
◇
「
肺
癌
の
予
防
と
早
期

発
見
に
つ
い
て
」
　
◇
「
増
え
て

い
る
　
大
腸
が
ん
　
か
ら
身
を
守

る
」

問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
由
利
郡
医
師
会

（
☎
２２
―
４
０
８
５
）

日
時
　
１０
月
４
日
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
　
町
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象
計
量
器
　
取
り
引
き
や
証
明
に
使

用
さ
れ
る
質
量
計
、
皮
革
面
積
計

持
参
す
る
も
の
　
手
数
料
・
印
鑑
・
計

量
器
・
特
定
計
量
器
定
期
検
査
通

知
書

※
手
数
料
は
、
原
則
的
に
県
収
入
証
紙

で
の
納
入
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現

金
で
の
納
入
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
商
工
観
光
課
商
工

係
（
☎
４３
―
７
５
０
４
）

県
教
育
委
員
会
で
は
、
少
子
化
や
国
・

地
方
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
も
、
今

後
も
教
育
の
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
が

な
く
、
秋
田
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
を

育
成
し
て
い
く
た
め
、
教
職
員
の
縮
減

や
学
校
の
統
合
な
ど
、
教
育
分
野
の
改

革
の
素
案
を
取
り
ま
と
め
、
広
く
県
民

の
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

素
案
の
内
容
は
、
次
の
と
こ
ろ
で
閲

覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
が
あ
り
ま

し
た
ら
県
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

素
案
の
閲
覧
（
入
手
）
方
法

・
県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

・
由
利
地
域
振
興
局
（
本
荘
市
）

・
象
潟
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

・
象
潟
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

・
象
潟
町
公
民
館
図
書
室

募
集
期
限
　
９
月
２４
日
　

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県
教
育
委
員

会
総
務
課
（
☎
０
１
８
―
８
６
０

―
５
１
１
３
、
ＦＡＸ
０
１
８
―
８
６

０
―
５
８
５
１
）
　
〒
０
１
０
―

８
５
８
０
　
秋
田
市
山
王
３
丁
目

１
―
１

 

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
　
　

　
　
　kyouiku@

m
ail2.pref.akita.jp

日
時
　
１０
月
２
日
　

　
　
　
午
後
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
本
荘
市
）

相
談
の
内
容
　
土
地
建
物
の
贈
与
・
相

続
・
売
買
、
簡
易
裁
判
所
に
お
い

て
の
和
解
・
調
停
・
訴
訟
、
多
重

債
務
の
問
題
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
県
司
法

書
士
会
（
☎
０
１
８
―
８
２
４
―

０
１
８
７
）

◆「楽しもう！木管の響き」
日時　９月２４日（金）　午後６時３０分～

場所　仁賀保町勤労青少年ホーム

入場料　大人１，０００円、高校生以下

５００円（全席自由）

問い合わせ先　仁賀保町勤労青少年

ホーム（☎３５―４７１１）

◆「第２０回西目町健康マラソン」 
日時　９月１２日（日）　

　　　午前９時受付開始

場所　道の駅にしめイベント広場

内容　マラソンのほかに、抽選会、

物産品フェア、健康まつりの各

種イベントも開催

問い合わせ先　西目町教育委員会生

　涯学習課（☎３３―２３１５）

◆「宝くじ文化公演『小遊三・楽
太郎二人会』」 

日時　９月３０日（木）　午後７時～

場所　西目町民センター「シーガル」

入場料　一般２，０００円、高校生以下

１，０００円（当日は３００円増）

　　※前売りで完売した場合は、当

日券はありません。

申し込み・問い合わせ先

　　西目町民センター「シーガル」

　　（☎３３―２３１５）

◆「由利高原コスモスまつり」
日時　９月１９日（日）　

　　　午前９時３０分～午後２時

場所　南由利原高原青少年旅行村

問い合わせ先　由利町企画商工課

　　　（☎５３―２１１１）　　

◆「第８回秋田馬子唄全国大会」
日時　９月１１日（土）　午前９時～

場所　農村環境改善センター

　　（役場隣）

入場料　５００円（中学生以下無料）

問い合わせ先　大内町社会教育課

　　（☎６５―２２１０）

◆「第５２回子吉川はぜ釣り大会」
日時　９月２３日（木）　午前６時３０分～

場所　子吉川ＪＲ鉄橋付近～河口

参加料　無料

問い合わせ先　本荘市商工観光課

　　　（☎２４―６３２３）

矢島町

金浦町

岩城町

東由利町

鳥海町

1415

肺がん・大腸がん検診日程

結核検診日程

６／１６（水）

６／２２（火）

６／２３（水）

６／２４（木）

６／２５（金）

６／２９（火）

６／３０（水）

１０：００～１１：００　中橋自彊会館
１３：１０～１４：００　小浜唐ヶ崎会館
１４：３０～１５：００　建石団地集会所

１０：００～１１：３０　
象潟町公会堂

１３：３０～１４：３０　

１０：００～１０：３０　下荒屋会館
１１：００～１１：４０　上荒屋会館
１３：３０～１５：００　町保健センター

１０：００～１１：３０　汐見会館
１３：３０～１５：００　鳥の海会館

１０：００～１１：３０　公民館小砂川分館
１３：３０～１４：３０　上浜構造改善センター
１４：５０～１５：３０　大須郷村づくりセンター

１０：００～１０：４０　関生活改善センター
１１：１０～１１：３０　大森生活総合センター
１３：１０～１４：１０　上郷生活改善センター
１４：４０～１５：１０　横岡会館

１０：００～１０：４０　公民館長岡分館
１１：００～１１：３０　鶴泉荘
１３：１５～１３：３０　本郷地区コミュニティセンター

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

６／１７（木） 町保健センター
１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
を
開
催

「
金
　
婚
　
式
」

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

，

西
施
の
ふ
る
里
訪
中
団
員
を
募
集

第
１４
回
西
施
の
ふ
る
里
訪
中
団
の
旅
行
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。
本
町
と

友
好
関
係
に
あ
る
浙
江
省
諸
曁
市
を
訪
れ
、
親
ぼ
く
を
深
め
る
こ
と
が
目
的

で
す
が
、
毎
回
国
賓
待
遇
で
歓
迎
さ
れ
楽
し
い
交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
日
本
人
の
憧
れ
の
地
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
「
敦
煌
・
西
安
」
を
じ
っ
く

り
観
光
す
る
コ
ー
ス
も
組
み
入
れ
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
の
推
進
は
民
間
交

流
か
ら
。
肩
ひ
じ
張
ら
な
い
姉
妹
都
市
と
の
交
流
へ
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

旅
行
企
画
　
象
潟
町
日
中
友
好
協
会

訪

問

先
　
諸
曁
、
西
安
、
敦
煌
、
杭
州
、
上
海

日
　
　
程
　
１０
月
１３
日
（水）
〜
１０
月
２０
日
（水）

旅
行
代
金
　
２
７
４
　
０
０
０
円
（
新
潟
空
港
出
発
。
新
潟
空
港
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
交
通
費
は
別
途
）

募
集
人
員
　
３０
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
９
月
１３
日
（月）
ま
で
、
町
日
中
友
好
協
会
事
務
局
　
佐
藤
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
４３
―
２
３
９
４
）
へ

「
の
び
の
び
象
潟
っ
子
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

後継者でお悩みの事業者・新規創業を希望する皆さんへ

「後継者人材マッチング促進事業」
　　　　　　　　　　をご存じですか？

これは、全国商工会連合会、日本商工会議所が運営するインター

ネットを介して、全国各地の「後継者を探している業者」と「後継

者となることを希望している方」との仲介をすすめ、専門家が

サポートするなど、地域の中小企業の存続と新規創業を支援しよう

とする事業です。

登録・仲介

後継者を探している
事業者

後継者・創業希望者

・後継者がいない

・店を譲りたい

・工場（設備・機械等）

　を貸したい等々

・経験や技術を生かし

　独立したい

・条件の良い物件が見

　つからない

・顧客・取引先の確保

　が見込めない

商工会がコーディ

ネーターとして両

者をサポート！

詳しい内容については、下記にお問い合わせください。

　　象潟金浦仁賀保商工会

　　☎０１８４―３８―３３５０　　　ＦＡＸ０１８４―３８―３９３０

　　Ｅメール　ｋｏｎｏｕｒａ＠ｓｈｏｋｏ．ｓｋｒ～ａｋｉｔａ．ｏｒ．ｊｐ

都会で生活している子どもや孫、また癒しを求める人々は、心身

をリフレッシュしてくれる豊かで美しい自然を求め、わがふるさと

秋田にやって来ます。今後、『快適な暮らし』と『美しい水環境の

保全』の実現を目指すため、下水道のさらなる普及促進を図る必要

があり、今回、下水道の役割や効果を皆さんと一緒に考える機会と

して、下水道シンポジウムを開催することにしました。当日は、パ

ネリストによるディスカッションなどを予定していますので、多数

のご参加をお待ちしています。

　日　時　９月１１日（土）　午後１時３０分～５時

　会　場　秋田県立児童会館（子ども劇場）

　　　　　秋田市山王中島町１―２

　参加費　無料

　問い合わせ先　県建設交通部下水道課（☎０１８―８６０―２４６５）

下水道を正しく使いましょう。　　　早めに水洗化しましょう。

下水道工事説明会に参加しましょう。

首
都
圏
に
在
住
す
る
本
町
出
身
者
が
年
１
回
集
い
、
近
況
な
ど
を
語
り
合
い

交
歓
す
る
「
ふ
る
さ
と
象
潟
の
つ
ど
い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
友
人
や
親
戚
の
懐
か
し
い
顔
に
会
え
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
旅
費
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

日
　
時
　
１１
月
２１
日
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
　
正
午
〜
）

会
　
場
　
東
京
都
台
東
区
民
会
館
（
浅
草
）

会
　
費
　
５
　
０
０
０
円

申
込
先
　
１０
月
１５
日
（金）
ま
で
町
企
画
課
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）
へ

http://w
w
w
.pref.akita.jp/

　
　
　
　kyosom

u/data.htm
l

結
核
検
診
の
結
果

　
先
に
通
知
し
た
以
外
の
方
は
、
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

，

９月１６日（木）から、秋季「温泉バス」の

運行が開始されます。

４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教
室
が

あ
り
ま
す
。

４
カ
月
…
午
後
１
時
〜

７
カ
月
…
午
後
１
時
１５
分
〜

が
ん

”

“

（土）

（金）

（日）

（土）（月）

（金）

（水）


